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ensing properties forA ZnO-SnO thin film was prepared by the sol-gel method. Microstructure and s2

CO, NO , NO and CH gases of the ZnO-SnO thin film were evaluated. As a result, it was revealed that the2 4 2

In addition,selctivity for CO gas of the ZnO-doped SnO thin film was enhanced as ZnO content increased.2

hybridsensor which was composed with CO, NOx and temperature sensors was successfully fabricated.
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１．はじめに

近年，地球規模で環境問題がクローズアップさ

れる中，とりわけ一酸化炭素( )，窒素酸化物CO
( )などの有毒性ガスのセンシングに対する要NOx
求が高くなっている．これらの有毒性ガスは一般

的にその濃度が低く，様々な種類のガスと共存状

態にあるため，特定ガスに対する高感度化および

高選択化がセンサ技術開発の大きな課題となって

いる ．その中でも， ガスは，わずかの量で人
1) CO

体に害を及ぼし 環境基準：１日平均値 以（ 10ppm
下） ，最悪の場合死に至るため， 以下の低

2) 1ppm
濃度から正確なセンシングが必要となる．現在，

市場に出ている センサは，そのほとんどが家CO
庭ガス漏れ警報器用であり（現在，都市ガス用警

報器では センサーを搭載することが一般的にCO
なってきている ，その他のものとして，大気汚．）
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染計測器用，固定排ガス発生源計測用，自動車排

ガス計測器用，自動車オートダンパー用，携帯検

， ． ，知・警報器用 ガス機器制御用などがある また

ガスの測定手法としては，赤外線吸収法，定CO
， ， ，電位電解法 水素炎イオン化検出法 接触燃焼法

半導体方式がある．その中で， に代表されるSnO2

半導体ガスセンサは，材料コストが安価なこと，

取り扱いの容易さからその用途が急速に拡大して

． ， ，いる しかしながら 等の半導体センサーはSnO2

ガスだけでなく多くのガスに対して活性であCO
るため，特定ガスに対する選択性の付与が大きな

課題となっている．従来，半導体 ガスセンサCO
は， をベースにして や 等の貴金属をSnO Pt Pd2

触媒として添加し，さらに作動温度を ℃前後100
の低温とすることにより，雑ガスの影響を極力少

なくする手法をとってきた ．しかしながら，こ
3,4)

の手法では作動温度が低温のため，下記のような

問題点があげられている．

・ ガスに対する感度が低いCO
・応答速度が遅い

・センサ素子へのガスの吸着による感度の低下
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５．まとめ

薄膜の作製プロセスの簡素化を目的ZnO/SnO2

として 複合薄膜を作製し，そのセンサZnO-SnO2

特性の評価を行った．その結果， 複合ZnO-SnO2

センサ薄膜はガス選択性については， 添加量ZnO
2が多くなるほど高い 選択性を示し，CO ZnO/SnO

ヘテロ積層薄膜とほぼ同等の性能を有することが

明らかになった．しかしながら， ガスに対すCO
る感度に関しては，操作温度が高くなるほどセン

サ感度が低下することが明らかになった．低温に

おいては， ガスの影響がかなり大きいたNO,NO2

め， ガスの正確な測定は困難なことが予想さCO
． ， ，れる したがって 共存下で使用する場合はNOx

複合センサより， ヘテロ積ZnO-SnO ZnO/SnO2 2

層センサの方が適していると考えられる．

また，大阪市立工業研究所，佐賀県窯業技術セ

ンターおよび共同研究参画企業の連携により，温

度， ガス， ガスを同時に測定可能なハイNOx CO
ブリッドセンサの試作開発に成功した．

６．今後の展望

現在のCOセンサ市場は，およそ300万個/年と報

告されている ．今後，環境対策や規制が強化され
9)

ることは十分に予想され，その市場は自動車用途

（排ガス制御，オートダンパー，など）や家庭用

（ ） ，ガス漏れ警報機 プロパンガス用 などに加えて

環境測定用途等ますます拡大すると考えられる．

また，今後急速な普及が見込まれる定置型燃料

電池においても，ガス改質時に発生する ガスCO
CO検知用として各家庭や水素ステーションへの

センサの設置が予想され，大きな市場として期待

される．
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